
日本の主要死因第２位の心疾患と第３位の脳血管疾患は共に動脈硬化性疾患であり、全死亡数の
27.0％（2008年）1）を占め、死因第１位の悪性新生物とほぼ同率である。これらから動脈硬化性疾患
予防対策は我が国の保健医療計画の重要な課題となり、その対策としてメタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）の概念に基づき、2008年からは特定健康診査・特定保健指導が実施されている。
メタボリックシンドロームは、内臓脂肪の蓄積と、それに起因したインスリン抵抗性の増加、糖代謝
異常、脂質代謝異常及び高血圧を複合合併したものとされている。したがって、メタボリックシンド
ロームは、動脈硬化症だけでなく、II型糖尿病等の生活習慣病の原因となる。

21世紀型健康栄養学では、肥満、特にメタボリックシンドロームの主要因である内臓脂肪型肥満の
予防が重要である。そこで、文教大学健康栄養学部では、予防医学を重視したカリキュラムを導入す
るとともに、それに関連した共同研究を行っている。本稿では、文教大学健康栄養学部の教育と研究
の特色について紹介する。
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１．学部、学科の特色（教育の特色）
健康栄養学部管理栄養学科の特色は、「予防医学を重視した管理栄養士養成」を基盤とし、多様化

する栄養士業務に対応することである。とりわけ、近年重要視されているメタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）対策等にもみられる「生活習慣病に対する予防医学に関する教育」等を取り入れ
ている。本学部・学科の特色は次の３点に要約される。
１-１．職能教育強化のためのコース制

第１の特色は、就職希望の職域に合わせた職能教育を強化することである。前身である女子短期大
学部健康栄養学科における長年の栄養士養成経験と、時代の経過に伴う社会および学生の指向性の変
化とを考慮し、管理栄養士の拡大する職域を整理し、社会・学生のニーズが共に高い分野を中心に３
コースを設けた。それが、「栄養教諭コース」「健康栄養コース」「臨床栄養コース」の３コースであ
る。その中に管理栄養士の職場での実習（実務体験）を多く用意した。学生が、在学中から自分の管
理栄養士としての将来像を描いて学習意欲を高め、職能人として自信と希望を持って卒業することを
目標としている。

第１次予防（疫病の予防）を主とする「栄養教諭コース」、第１次・第２次予防（疫病の早期発見）
を主とする「健康栄養コース」、第３次予防（疫病の治療）を主とする「臨床栄養コース」を用意し、
それぞれの職域での卒業後の活躍に結びつける様に配慮した。

従来の栄養士養成カリキュラムにおいては、どこの職場（栄養士の職域−病院、学校、事業所、福
祉施設、保健所、市町村、矯正施設、スポーツ施設、その他）でも適応できる内容が盛り込まれ、守
備範囲の広い養成が行なわれてきた。しかし、大きく変化した栄養士の職場事情は、健康増進法・地
域保健法・介護保険法の制定、医療法・老人保健法の改正により業務範囲の拡大とともに専門知識の
高度化が求められ、最近は、職域別に分けた教育の必要性が問われている。その実状に応える教育と
して、栄養教諭・健康栄養・臨床栄養の各コースの設置は意義あるものと考えている。
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図２　ココロを育む科目の構成



1-２．ココロの面からも対応できる管理栄養士
第２の特色は、「ココロの面からも対応できる管理栄養士」の養成を目指すことである。平成20年

度から始まった特定健康診査およびその後の特定保健指導では、管理栄養士の栄養指導および生活指
導が期待されている。その際、まず対象者の状況を知る（Assessment：アセスメント）ことから始
める必要があり、そのためには対象者の心理状態を把握し、適切に対応する知識・技術が必要となる。
また、適切な食品やサプリメントの使用を指導する必要がある。そこで専門教育科目として、心理系
と代替医療系から構成された「ココロを育む科目」を設定した（図２参照）。
1-３．食育を推進する栄養教諭の養成

第３の特色は、平成17年度から施行された栄養教諭制度に対応し、食教育の専門家となる栄養教諭
の養成を強化することである。教員養成に関しては実績と経験の豊富な文教大学ならではの特徴とい
える。

健康栄養学部管理栄養学科が目指している「管理栄養士資格取得＋職能教育の強化」および「ココ
ロの面からも対応できる管理栄養士の養成」という特色の共通基盤は、人間のQOL（Quality of Life）
の向上を目指すものであり、本学の建学の精神である「人間愛の精神」を実践する重要な領域である。

２．健康栄養学部における研究（研究の特色）
健康栄養学部では、「ヒスチジン摂取による抗肥満作用とその作用機序に関する研究」というテー

マの予防医学を重視した研究が行われている。この研究は、前身である女子短期大学部時代から行わ
れている共同研究であり、科学研究費補助金や学術研究振興資金を始め、多くの公的研究助成を受け
ており、学会および社会で高い評価を受けている。その概要は次の通りである。

近年、肥満により発症する糖尿病や脂質異常症などの生活習慣病の増加が大きな問題となっている。
肥満の原因としては、代謝異常や運動不足などがあるが、一番大きな原因として過食があげられる。
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図３　研究の背景と目的



したがって、過食を防ぎ肥満を防止することは生活習慣病の予防に大きく寄与すると考えられる。脳
と食欲との関係について、脳下垂体視床下部にある満腹中枢を刺激すると、満腹感を感じ摂食抑制作
用が生じることが知られている。我々は、満腹中枢の一つである、ヒスタミンニューロンに着目した。
図３に本研究の背景と目的を示した。満腹中枢であるヒスタミンニューロンがヒスタミンにより刺激
されると摂食抑制および脂肪分解促進作用が生じることが知られている。しかし、ヒスタミンはアレ
ルギーや食中毒の原因物質であり、経口摂取することは危険である。また、ヒスタミンは血液脳関門
を通過して脳内に入ることができない。そこで我々は、ヒスタミンの前駆体であるヒスチジンに着目
した。マグロなどの赤身魚のタンパク質にはヒスチジンが多く含まれている。それらを摂取すると体
内のヒスチジン量が多くなり、脳内に供給されると変換酵素によりヒスタミンに変化されると考えら
れる。そこで本研究は、ヒスチジン摂取による摂食抑制および脂肪分解促進作用を検討することを目
的とした。これまでに、ヒトを対象とした栄養調査とラットを用いた動物実験を行い、「ヒスチジン
摂取による抗肥満作用とその作用機序」について調べた。

まず、ヒトを対象とした食事調査を行い、ヒスチジン高含有タンパク質摂取により、摂食抑制作用
が起こることを報告した2,3）。また、ヒスチジン摂取量と肥満の尺度である体脂肪率やBMIとの間に
は負の相関関係があることを報告した4,5）。一方、ラットを用いた動物実験により、摂食量と摂取タ
ンパク質中のヒスチジン量との間に反比例関係があることを見出した6-8）。同時に、ヒスチジン摂取
による脂肪分解促進作用とその機序（熱産生の促進）を報告した8,9）。また、これらのヒスチジンの
作用には性差があることを報告している10）。さらに、ヒスチジンの作用について、分子レベルでその
機序を調べた11）。（図４）

近年我々は、ヒスチジン摂取よる肥満防止作用に対するプロリンの影響について検討した。プロリ
ンはイミノ酸であり、五員環構造を有している。これはヒスチジンのイミダゾール基と形状が類似し
ている。そのために、プロリンとヒスチジンは生体内において競争的な関係があると考えられた。そ
こで、ヒトを対象とした食事調査を行い、エネルギー、タンパク質、ヒスチジン、プロリン摂取量を
求め、エネルギー摂取量とタンパク質摂取量当たりのヒスチジン摂取量との相関関係に対する、タン
パク質摂取量当たりのプロリン摂取量の影響を調べた12）。その結果、エネルギー摂取量とタンパク質
摂取量当たりのヒスチジン摂取量との間に認められた負の相関関係は、タンパク質摂取量当たりのプ
ロリン摂取量が低いほど顕著であり、その影響は濃度依存的であった。また、ラットを用いた動物実
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図４　ヒスチジンの作用機序



験を行った結果、ヒスチジン飼料にプロリンを添加すると、ヒスチジンにより減少した摂食量が回復
する傾向が観察された。（投稿中）これらの結果から、プロリンはヒスチジンの摂食抑制作用を減弱
する効果があることが示唆された。プロリンは穀類に多く含まれているが、米のプロリン含量は他の
穀類の1/5程度である。また、赤身および多獲性赤身魚やそれらの加工品は、ヒスチジン含量が高く、
プロリン含量が低い12）。したがって、和食は肥満防止および解消に有効な食形態であると考えられた。
さらに我々は、ヒスチジン摂取による摂食抑制作用は、タンパク質充足率が高い場合に顕著であるこ
とを報告した13）。また、血中ヒスチジン濃度が高くなると、メタボリックシンドロームの診断基準値
（血糖値、中性脂肪量、HDL-コレステロール量、血圧値）が改善される傾向があることを報告した14）。
また、その作用はタンパク質栄養状態の基準となる血中アルブミン濃度が高く、プロリン濃度が低い
場合に顕著であった。（未発表）この様にヒスチジンの摂取は、肥満（特に内臓脂肪型肥満）予防に
大きな効果があることが明らかになった。

これまでの研究から、ヒスチジン摂取による抗肥満作用は、雄性より雌性で強く、タンパク質栄養
状態が良好で、プロリン摂取量が少ない場合に顕著であった。また、性差については、卵巣摘出した
雌ラットでは、ヒスチジンの摂食抑制作用が減弱する10）ことから、ヒスチジン摂取による抗肥満作
用には、女性ホルモン（ステロイドホルモン）の関与が強く示唆されている。また、Gotohらの研究
により、ステロイドホルモンがヒスタミンニューロン系を活性化することが報告されている15）。ステ
ロイドホルモンはコレステロールの誘導体であり、コレステロール摂取はヒスチジンの抗肥満作用を
高める可能性が考えられた。また、ステロイドホルモン様の作用を持つイソフラボン等のステロイド
関連物質もヒスチジンの抗肥満作用を促進する可能性があると考えられた。今後、これらの課題につ
いて検討する予定である。

平均寿命は長いが健康寿命には問題があるわが国にとって、食生活の見直しは、健康の維持・増進
に不可欠であり、重要な課題である。文教大学健康栄養学部が目指している予防医学を重視した21世
紀型健康栄養学は、健康で長寿な社会の創造に寄与することが期待される。
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